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第220号

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
７
月
末
ま

で
に
完
了
さ
せ
る
た
め
に
、
接

種
の
加
速
化
に
係
る
経
費
と
し

て
２
億
３
３
０
２
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。（
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
加
速
化
に
係
る
予
算
に
つ

い
て
は
、
３
面
に
関
連
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

質
疑
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
予
算
に
関
し
て
、

本
市
独
自
の
支
援
金
を
創
設
す

る
考
え
や
、
新
た
に
設
置
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
集
団

接
種
の
概
要
な
ど
が
問
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
記
で
紹
介
す

る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
を
改
正

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
中
央
図

書
館
以
外
の
３
つ
の
地
区
図
書

館
の
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
、
平
塚
市
の

図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

関
し
て
は
、
３
年
３
月
に
図
書

館
の
現
状
や
、
抱
え
る
課
題
を

踏
ま
え
た
今
後
の
図
書
館
運
営

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
中
で
の
提
案
と
な

り
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
た
場
合
の

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
や
、
人
材
育

成
と
人
員
配
置
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
問
わ
れ
た
ほ
か
、
近
隣

の
学
校
図
書
館
と
の
協
力
体
制

な
ど
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

◆�

市
民
病
院
の
職
員
定
数
を
大

幅
に
増
員

　

働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
の

社
会
情
勢
に
適
合
し
た
柔
軟
な

病
院
運
営
や
、
令
和
３
年
２
月

に
改
訂
さ
れ
た
市
民
病
院
の
将

来
構
想
に
定
め
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
、
平
塚
市
民
病

院
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
医
師
及
び

医
療
技
術
職
員
の
２
交
替
制
勤

務
へ
の
移
行
、
看
護
師
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
勤
務
シ
フ
ト
、
救
急
救

命
士
の
配
置
に
よ
る
救
急
医
療

の
強
化
と
機
能
充
実
の
推
進

や
、
事
務
職
員
の
増
員
な
ど
に

よ
り
、
定
数
を
８
１
５
人
と
す

る
も
の
で
、
現
行
の
６
９
２
人

か
ら
１
２
３
人
の
増
員
と
な
り

ま
す
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
２
交
替

制
勤
務
の
内
容
や
増
員
に
よ
る

新
た
な
医
療
体
制
、
経
営
の
強

化
策
な
ど
が
問
わ
れ
た
ほ
か
、

今
後
の
採
用
計
画
、
急
性
期
医

療
や
救
急
医
療
の
強
化
に
つ
い

て
も
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

○
上
田
和
子
氏
（
南
豊
田
）

　

今
定
例
会
で
は
、
総
額
で
10

億
３
９
８
４
万
円
の
増
額
と
な

る
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
国
の
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
分
）
の
支

給
に
係
る
経
費
２
億
２
５
１
６

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の
補

正
が
行
わ
れ
、（
仮
称
）
平
塚

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
・

運
営
事
業
に
お
い
て
、
新
た
な

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と

維
持
管
理
・
運
営
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
に
よ
り
行
う
た
め
の
費
用
と

し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
20
年

度
ま
で
の
18
年
間
で
１
９
７
億

９
３
２
３
万
円
が
限
度
額
と
し

て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
第
５
日
目
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ

れ
、
感
染
拡
大
の
長
期
化
に
伴

う
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
の
支
給
に
係
る
経
費
１
億

２
０
４
６
万
円
が
計
上
さ
れ
た

ほ
か
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ

主 な 内 容

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
加
速
化

令和3年6月 市議会定例会
　

平
塚
市
議
会
は
、
令
和
３
年
６
月
４
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
、
26
日
間
の
会
期
で
６
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
人
事
案
件
な
ど
８
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
に
関
す
る
１
件
の
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　片倉章博　野崎審也　坂間正昭
しらさぎ・無所属クラブ� 4
　江口友子　渡部　亮　府川　勝
公明ひらつか� 5
　秋澤雅久　石田美雪
湘南フォーラム� 6
　府川正明　出村　光
日本共産党平塚市議会議員団� 7
　石田雄二
無所属� 7
　小泉春雄
常任委員会の審査概要� 5・6面
審議の結果� ８面

「
夏
色
、
鮮
や
か
に
」

―
イ
シ
ッ
ク
ス
馬
入
の
お
花
畑
に
咲
く
ひ
ま
わ
り
―

「
私
た
ち
の
海
開
き
」
―
春
風
薫
る
平
塚
海
岸
で
―

�

《
撮
影
　
石
川
海
斗
さ
ん
／
平
塚
学
園
高
等
学
校
写
真
部
》

　

今
定
例
会
初
日
の
本
会
議
終
了
後
に
、
市
議
会

議
員
在
職
10
年
以
上
と
な
る
議
員
が
、
市
政
の
発

展
に
尽
力
し
た
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
本
市
功
労

者
と
し
て
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
も
市
議
会
議

員
在
職
10
年
の
表
彰
が
あ
り
、
副
議
長
か
ら
表
彰

状
の
伝
達
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
議
員

○
数
田
俊
樹
議
員
（
清
風
ク
ラ
ブ
）

市功労者及び議員在職10年
の議員を表彰

［庁舎維持管理事業］
●�冬期における市庁舎本館１階への外気の流入対
策として北側中央出入口を改修するための経費
　…………………………………………�3,863万円
［消防分団運営事業］
●�宝くじの社会貢献広報事業の助成金を活用して、
消防団活動用の備品を購入するための経費
　……………………………………………�100万円
［子ども教育相談センター管理運営事業］
●�子ども教育相談センターの非常用自家発電機の
修繕を行うための経費
　……………………………………………�359万円
［小学校運営事業］
●�相模小学校の移転に伴う備品等を購入するため
の経費…………………………………�3,807万円

一般会計補正予算の一部を紹介一般会計補正予算の一部を紹介



令和3年（2021年）8月6日第２２０号 ひらつか議会だより

１面掲載写真を募集しています

　市内に在住又は在勤・在学の方を対象に、議
会だより１面に掲載する写真を募集しています。
平塚市の魅力を収めた写真、季節感に溢れる写
真など、皆様のとっておきの一枚をご応募くだ
さい。
　詳しい応募方法などは、市議会ホームページ
をご覧いただくか、議会局までお問い合わせく
ださい。
（議会局☎︎21－8791）

市議会のホームページでは、会議日程、
本会議の生中継と録画中
継、議会だよりのバック
ナンバーなどを掲載して
います。

市議会ホームページ

総
括

て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ 

ワ
ク
チ
ン
接
種

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

市
長
の
強
い
決
意
を
伺
う
。

市
長
　
で
き
れ
ば
11
月
、
年
内

に
は
住
民
の
８
割
が
接
種
を
終

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
指
示
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問
　
コ
ロ
ナ
禍
前
と
現
在
の
空

『
夢
あ
る
未
来
』
平
塚
を
創
る

片
倉 
章
博 

議
員

き
店
舗
の
状
況
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
明
石

町
及
び
紅
谷
町
地
区
で
の
、
１

階
ま
た
は
２
階
が
空
き
店
舗
と

な
っ
て
い
る
物
件
数
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
令
和
元
年
９
月
の
調

査
で
は
53
件
だ
っ
た
が
、
３
年

３
月
で
は
、
１
０
６
件
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
中
心
市
街
地
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
駅
周
辺
、
西

口
周
辺
、
ま
ち
か
ど
広
場
や
浜

大
門
周
辺
の
プ
ラ
ン
を
、
実
際

に
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
事
業
で
、
駅
周
辺

部
分
の
エ
リ
ア
を
決
め
て
実
施

し
て
い
る
。
具
体
的
に
行
わ
れ

て
い
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

商
店
街
の
若
手
な
ど
を
中
心
と

し
た
平
塚
ま
ち
な
か
活
性
化
隊

の
活
動
支
援
や
、
西
口
再
開
発

の
勉
強
会
な
ど
で
あ
る
。
今
後

は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

を
作
り
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
周
辺
自
治
体
の
よ
う
に
、

行
政
主
導
で
規
制
緩
和
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
で
は
中

心
市
街
地
の
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
成
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
内
容
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
他
市
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

は
、
中
心
商
店
街
を
活
性
化
し

て
経
済
を
回
し
て
い
く
と
力
強

く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
１
階

及
び
２
階
へ
の
店
舗
誘
導
に
対

し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
中
心
街
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
高
さ
制
限
も
含
め
て

大
き
な
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
形
で
そ
れ
を
撤
廃
し
て

い
く
の
か
、
エ
リ
ア
を
絞
っ
て

行
う
こ
と
が
行
政
主
導
で
で
き

る
の
か
、
ス
ピ
ー
ド
も
必
要
な

の
で
、
ど
の
部
分
で
折
り
合

い
、
ど
の
部
分
を
強
化
し
て
進

め
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
ま
ち
づ

く
り
条
例　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル　

平
塚
市
デ
ジ
タ
ル
化

基
本
方
針　

庁
舎
及
び
文
化

ゾ
ー
ン
駐
車
場

生
産
年
齢
人
口
の
推
移

問
　
本
市
は
、
買
っ
て
住
み
た

い
街
、
本
当
に
住
み
や
す
い
街

大
賞
シ
ニ
ア
編
、
共
働
き
・
子

育
て
し
や
す
い
街
な
ど
の
ラ
ン

キ
ン
グ
で
県
内
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
海
・
山
・
川
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
と

温
暖
な
気
候
、
都
心
か
ら
近
い

住
環
境
の
良
さ
か
ら
移
住
を
希

望
す
る
人
が
増
え
て
い
る
と
感

じ
る
が
、
15
歳
か
ら
64
歳
の
生

産
年
齢
人
口
の
推
移
を
伺
う
。

つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
す
る
中
、
小
児
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
の
撤
廃
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ら
つ
か
ネ
ウ
ボ
ラ
ル
ー
ム
は
ぐ

く
み
」
の
開
設
や
保
育
所
定
員

の
拡
大
な
ど
、
子
育
て
支
援
策

を
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
見
附
台

周
辺
地
区
や
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大

神
地
区
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

だ
。
就
任
１
年
目
で
ま
い
た
種

が
２
期
目
に
芽
吹
き
、
本
市
の

人
口
は
平
成
27
年
に
社
会
減
か

ら
社
会
増
に
転
じ
、
29
年
に
は

０
歳
か
ら
４
歳
の
転
入
者
が
県

内
１
位
と
な
り
、
今
も
社
会
増

は
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
平
塚

文
化
芸
術
ホ
ー
ル
が
完
成
に
近

づ
き
、
文
化
芸
術
活
動
を
通
じ

た
交
流
や
に
ぎ
わ
い
へ
の
期
待

の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
。
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
で
は
、

次
々
と
立
地
企
業
が
操
業
を
は

じ
め
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た

流
通
産
業
の
拠
点
が
形
成
さ
れ

る
と
と
も
に
、
大
型
商
業
施
設

の
進
出
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
ま
ち
の
姿
が
目
に
見
え

副
市
長
　
平
成
28
年
以
降
は
社

会
増
で
あ
る
。
特
に
35
歳
以
上

の
子
育
て
世
代
の
増
加
が
続
い

て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
ま

ち
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

問
　
生
産
年
齢
人
口
の
移
住
促

進
を
更
に
進
め
る
た
め
の
、
産

業
振
興
の
施
策
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
働
く
場
や
就

労
機
会
な
ど
を
整
え
る
施
策
が

必
要
と
考
え
る
。
正
規
雇
用
促

進
の
補
助
金
や
ス
マ
ー
ト
農
業

な
ど
を
着
実
に
進
め
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

問
　
転
入
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
神
奈
川
県
と

連
携
し
、
本
市
独
自
の
設
問
事

項
も
加
え
て
６
月
末
か
ら
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
ち
へ
の
愛
着
と
誇
り

問
　
１
階
の
窓
口
職
員
は
、
市

民
へ
お
も
て
な
し
の
心
と
感
謝

の
気
持
ち
で
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
職
員
に
は
、
ま
ち

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
た
対

応
を
心
掛
け
る
よ
う
意
識
醸
成

を
行
っ
て
い
る
。
本
市
を
選
ん

清
風
ク
ラ
ブ

本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
対
応
に
努
め
た
い
。

若
い
世
代
へ
の 

情

報

発

信

問
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

副
市
長
　
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の

普
及
を
踏
ま
え
て
「
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
平
塚
で
」
と

い
う
動
画
を
制
作
し
、
新
宿
駅

や
横
浜
市
内
で
放
映
し
た
。
今

後
は
、
住
ま
い
選
び
の
意
識
変

化
や
住
宅
建
設
の
状
況
な
ど
を

捉
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
拡

大
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
本
市
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
拡
大
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
注
目
し

て
い
る
事
業
は
何
か
伺
う
。

市
長
室
長
　
圏
央
道
や
湘
南
新

宿
ラ
イ
ン
な
ど
の
開
通
、
市
内

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
理
由
に
、
埼
玉
や
東
京

西
部
、
北
関
東
へ
の
エ
リ
ア
拡

大
を
考
え
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
事
業
は
、
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン

の
公
園
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

海
岸
エ
リ
ア
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

な
ど
で
あ
る
。

龍
城
ケ
丘
の
公
園
整
備

問
　
海
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
室
長
　
本
当
に
住
み
や
す

い
街
大
賞
シ
ニ
ア
編
で
、
海
と

自
然
と
に
ぎ
や
か
さ
が
混
在
す

る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
ぴ
っ
た
り

の
ま
ち
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
海
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
発
信
し
て
い
る
。

問
　
海
辺
の
魅
力
向
上
に
よ
り

本
市
の
価
値
も
さ
ら
に
高
ま
る

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
公

園
を
整
備
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
海
辺
に
広
場

や
駐
車
場
な
ど
を
整
備
す
る
。

家
族
連
れ
は
も
と
よ
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
海

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
選
ば
れ

る
ま
ち
、
住
み
続
け
る
ま
ち
に

つ
な
げ
た
い
。

子
育
て
す
る 

な
ら
平
塚
で

問
　
０
歳
か
ら
14
歳
の
人
口
の

社
会
増
減
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
社
会
増

減
は
、
過
去
５
年
間
い
ず
れ
も

転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
共
働
き
・
子
育
て
し
や
す

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県
内
4

位
、
全
国
で
46
位
だ
が
、
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
学
童
保

育
の
充
実
や
保
育
士
確
保
の
取

り
組
み
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。
今
年
度
４
月

に
病
児
保
育
や
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
達
成
し
た
の
で
、
来
年
度
の

評
価
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
内
へ
の
転
入
者
社
会
増
に
よ
り

さ
ら
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
向
け
て

野
崎 

審
也 

議
員

問
　
市
長
任
期
10
年
を
通
じ
た

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
全
体
最
適
を
基
本
に
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
変

え
る
べ
き
こ
と
は
変
え
、
守
る

べ
き
こ
と
は
守
る
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、

住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に
な

る
よ
う
、
さ
ら
に
平
塚
ら
し
さ

に
磨
き
を
か
け
、
着
実
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
実
施
し
た
施
策
と
成
果
に
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ツ
イ
ン
シ
テ
ィ 

整
備
の
推
進

問
　
土
地
区
画
整
理
事
業
や
公

共
下
水
道
整
備
、
相
模
小
学
校

建
設
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
今
年
度
末
に

は
総
事
業
費
の
約
87
％
を
執
行

す
る
予
定
で
あ
る
。
公
共
下
水

道
は
下
水
道
管
の
敷
設
な
ど
を

進
め
て
お
り
、
全
体
延
長
の
約

86
％
が
進
捗
し
て
い
る
。
相
模

小
学
校
は
今
年
12
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。

問
　
南
北
都
市
軸
の
新
し
い
公

共
交
通
の
協
議
状
況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
バ
ス
事
業
者

な
ど
と
交
差
点
の
道
路
改
良
に

つ
い
て
調
整
し
て
い
る
。
連
節

バ
ス
は
、
バ
ス
事
業
者
や
厚
木

市
と
、
公
共
交
通
需
要
の
共
有

や
走
行
ル
ー
ト
の
課
題
解
決
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
経
路
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
平
塚
駅

か
ら
国
道
１
２
９
号
へ
出
る

ル
ー
ト
と
し
て
、
四
つ
角
を
右

折
す
る
ル
ー
ト
、
宮
の
前
の
交

差
点
を
右
折
す
る
ル
ー
ト
、
市

役
所
前
の
交
差
点
を
右
折
す
る

ル
ー
ト
を
調
整
し
て
い
る
。

問
　
ま
ち
び
ら
き
は
い
つ
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
で
き
れ
ば
令

和
4
年
度
に
は
開
催
し
た
い
と

主
催
者
か
ら
は
聞
い
て
い
る
。

西
部
地
域
の 

ま
ち
づ
く
り

問
　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど

の
実
現
化
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
基
礎

調
査
の
結
果
や
、
地
域
が
作
成

し
た
吉
沢
地
区
の
将
来
構
想
を

基
に
検
討
を
進
め
、
地
域
、
学

術
機
関
、
土
地
を
所
有
す
る
企

業
及
び
本
市
の
4
者
で
合
意
形

成
を
図
る
。
短
期
的
に
は
、
収

穫
体
験
農
園
の
開
設
な
ど
、
将

来
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
地
域
と
連
携

し
て
進
め
る
。

問
　
運
営
や
活
動
範
囲
の
拡
大

に
は
法
人
化
な
ど
の
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
柔
軟

な
事
業
展
開
が
で
き
る
な
ど
の

利
点
も
多
い
た
め
、
法
人
化
は

有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

神
奈
川
大
学
の
移
転

問
　
移
転
が
及
ぼ
す
影
響
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
と
の
交

流
事
業
を
は
じ
め
、
消
費
活
動

の
縮
小
に
伴
う
経
済
面
や
、
地

域
の
公
共
交
通
、
生
活
環
境
な

ど
に
及
ぼ
す
影
響
が
見
込
ま

れ
、
移
転
は
市
全
体
の
問
題
と

捉
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
形
で

大
学
と
し
て
の
継
続
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
移
転
後
の
利
活

用
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て
い

る
。
得
ら
れ
た
情
報
は
地
域
と

共
有
し
対
応
を
検
討
す
る
。

問
　
大
学
に
残
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
の
は
地
域
の
大
き
な
要
望

で
あ
る
。
市
は
、
大
学
と
地
域

そ
れ
ぞ
れ
と
定
期
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
大
学
側
で
も

何
か
し
ら
の
考
え
を
進
め
て
も

ら
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

粘
り
強
く
働
き
掛
け
を
続
け
て

い
き
た
い
。

農
福
連
携
事
業 

に

つ

い

て

問
　
本
市
が
取
り
組
む
農
福
連

携
の
考
え
方
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
農
業

と
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の

推
進
な
ど
に
取
り
組
む
福
祉
の

連
携
で
、
農
業
と
障
が
い
福
祉

の
充
実
や
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
県
で
は
農
福
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

の
自
走
化
に
取
り
組
む
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
の
自
走

化
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
以
前
、
関
係

各
課
に
よ
る
農
福
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
契
約
書

の
ひ
な
型
な
ど
基
礎
的
な
も
の

は
で
き
て
い
る
が
、
農
家
と
福

祉
事
業
所
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
。
県

の
事
業
で
育
成
さ
れ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
、
自

走
化
を
目
指
し
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
創
出　

青

少
年
育
成
へ
の
活
動
支
援　

ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

数田 俊樹 議長 佐藤 貴子 議員

清風クラブ 所 属 議 員

■�子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職
員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を求める意見書（抜粋）

　昨年から続く感染症対策は、教職員が子どもたちと
向き合う時間の確保を困難なものにしています。加え
て、新型コロナウイルス感染症が子どもの心へ与えて
いる影響は大きく、現場教職員からは子どもたちの異
変に対する心配の声が聞かれます。しかし、教職員の
多忙化は深刻であり、子どもたちに向き合う時間の確
保にもつながるスクールサポートスタッフやＩＣＴ支
援員、子どもたちに様々な視点からかかわるスクール
カウンセラーやスクールソーシャルワーカー等、学校
を支えるスタッフの配置は不十分な状況です。
　よって、次の事項について配慮されるよう、強く要
望いたします。
　１�　中学校での35人学級を早急に実施すること。ま
た、30人学級の実現に向けて検討すること。

　２�　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実現
し、教職員が子どもと向き合う時間を確保するた
めに、加配の増員や少数職種の配置増など教職員
定数改善を推進すること。

　３�　スクールサポートスタッフやＧＩＧＡスクール
サポーター、ＩＣＴ支援員等の配置の拡充のため
の必要な財源の保障を行うこと。

　４�　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるた
め、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の
１に復元すること。

　議員から、次の意見書が提案
され、全員異議なく可決しまし
た。ホームページには全文を掲
載しています。意見書

し た可 決

　新型コロナウイルスのワクチン接種に関して、６５歳以上の高齢者接種を
７月末までに完了させるため、「平日に平塚市役所での集団接種」「レモン
ガススタジアム平塚での集団接種」「土・日曜日に保健センターでの集団
接種の枠拡大（時間延長・医師増員）」の３つの取り組みが実施されるこ
とになりました。それに伴い、関連経費の２億３３０２万円が補正予算として
計上され、今定例会中に追加議案として提出されました。
　議案の提出に当たっては、その重要性と緊急性を鑑み、会派代表者への
事前説明や議会運営委員会における詳細説明が求められました。議員から
は、「重要な予算なのでぜひ賛成したい。希望する人がしっかりと接種で
きるように進めてほしい」「総合計画の実施計画と整合をとって進めるこ
とも必要ではないか」との意見があったほか、打ち手の確保状況や市民へ
の周知方法についても質問がありました。さらに、今後は市民や議会へき

め細かく情報提供していくよう要望がありました。
　本会議第５日目に追加議案が提出され、質疑では、「接種を希望しな
い人にも配慮しながら加速化を進めてほしい」「予約状況をリアルタイ
ムに発信する仕組みをつくって接種をスムーズに進めてほしい」との意
見があったほか、８月以降の接種に関する詳細などが問われました。
　本議案は、初日に提出されたワクチン接種関連の補正予算に追加計上
する内容ですが、迅速な対応が必要であることから、初日に提出された
議案の議決が行われる最終日を待たず、第５日目に即日で採決が行わ
れ、全員異議なく可決しました。

【ワクチン接種を加速化するための経費の内容】
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業������ 3,909万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業�������� １億7,765万円
休日・夜間救急医療推進事業����������������20万円
人件費������������������������ 1,608万円

　新型コロナウイルスワクチンの
　接種加速化に係る補正予算を可決

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
つ
い
て

坂
間
　
正
昭 

議
員

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映さ
せる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の常
任委員会などへ付託して審査します。その後、委員
会審査の結果を本会議へ報告し、議会としての採択、
不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じよ
うな性格のものですが、
紹介議員を必要とせず、
提出後は議会運営員会で
その取り扱いについて協
議します。

請願・陳情を市議会へ

諸伏 清児 議員
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建
設
な
ど
に
伴
い
整
備
さ
れ
た

見
附
町
６
号
道
路
（
新
し
く
で

き
た
店
舗
と
、
崇
善
公
民
館
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
の
間
の

道
）
に
は
歩
道
が
な
い
。
整
備

計
画
に
歩
道
の
設
置
を
求
め
る

必
要
は
な
か
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
歩
行
者
な
ど

の
安
心
・
安
全
に
配
慮
す
る
よ

う
整
備
方
針
へ
明
記
し
て
あ
り

命
を
守
る
た
め
に
よ
り
細
や
か
に

コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
い
こ
う

江
口 

友
子 

議
員

歩ほ
ど
う道
状じ

ょ
う

空く
う
ち地
の
設
置
が
事
業
者

か
ら
提
案
さ
れ
た
。
現
状
で
は

電
柱
が
歩
道
状
空
地
内
に
あ
る

た
め
、
車
椅
子
利
用
者
が
通
行

で
き
る
よ
う
幅
員
確
保
の
検
討

を
事
業
者
に
依
頼
し
て
い
る
。

問
　
実
地
調
査
の
際
に
、
市
肢

体
障
害
者
福
祉
協
会
副
会
長
の

岡
山
雅
一
氏
か
ら
は
、「
定
期

借
地
で
民
間
事
業
者
に
貸
す
土

地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
当
該
歩

道
が
法
的
に
は
正
式
な
歩
道
で

は
な
い
と
し
て
も
、
現
に
不
特

定
多
数
の
人
が
通
行
で
き
る
形

で
設
置
さ
れ
て
い
る
以
上
、
安

全
性
に
十
分
配
慮
し
た
形
で
設

置
す
る
よ
う
指
導
監
督
す
る
責

任
が
市
に
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
を
も
ら
っ

た
。
改
善
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
課
題
を
し
っ
か
り
と
捉

え
て
対
処
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

問
　
市
内
６
か
所
の
バ
ス
停
が

危
険
度
Ｂ
に
指
定
さ
れ
た
が
、

改
善
の
状
況
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
バ
ス
事

業
者
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
横

断
歩
道
や
交
差
点
か
ら
離
れ
た

場
所
へ
の
移
設
を
検
討
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
ベ
ン
チ
や
上
屋
な
ど
の
設

置
は
計
画
的
に
進
め
、
必
要
度

の
高
い
場
所
は
市
が
全
額
負
担

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
上
屋
な

ど
は
バ
ス
事
業
者
が
候
補
地
を

選
定
・
検
討
し
整
備
す
る
。
本

市
も
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

危
険
、
不
便
な
バ
ス
停
を
解
消
、

便
利
・
安
全
な
バ
ス
停
を

府
川 

勝 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た 

市
民
病
院
の
あ
り
方
を

問
　
市
民
病
院
の
職
員
定
数
を

１
２
３
人
増
や
す
条
例
改
正
が

提
案
さ
れ
た
。
一
度
に
定
数
を

増
や
す
背
景
を
伺
う
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
働
き

方
改
革
に
対
応
し
た
地
域
医
療

と
、
市
民
の
命
を
守
る
病
院
に

必
要
な
人
数
を
設
定
し
た
。

問
　
単
に
定
数
の
箱
を
大
き
く

す
る
だ
け
で
な
く
前
倒
し
を
し

て
大
規
模
な
採
用
を
行
え
ば
、

現
場
の
負
担
軽
減
に
も
な
り
医

療
従
事
者
が
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し

た
際
の
機
能
低
下
の
リ
ス
ク
も

抑
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
医
業

収
益
と
給
与
費
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
る
採
用
計
画
を
立
て
、
優

秀
な
人
材
確
保
に
努
め
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
将

来
構
想
を
策
定
し
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

副
病
院
長
兼
事
務
局
長
　
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
て
経
営
状
態
を
予

測
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
時
点

で
考
え
た
い
。

日
曜
日
に
市
役
所
の 

相
談
窓
口
開
設
を

問
　
生
活
に
困
窮
す
る
市
民
か

ら
「
日
曜
日
し
か
仕
事
が
休
め

ず
市
役
所
に
行
け
な
い
」
と
い

う
声
を
聞
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
生

活
困
窮
対
策
と
し
て
、
日
曜
日

や
年
末
年
始
に
臨
時
相
談
窓
口

を
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
先
行
事
例
と
し
て

相
模
原
市
と
横
須
賀
市
の
状
況

を
確
認
し
た
。
現
在
、
本
市
と

し
て
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

（
株
）
Ｄ
Ｈ
Ｃ
と
の 

連
携
協
定
の
解
消
を

問
　
Ｄ
Ｈ
Ｃ
社
の
会
長
が
自
社

公
式
サ
イ
ト
で
差
別
発
言
を
掲

載
し
こ
れ
を
削
除
し
た
。
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
本
市
に

対
し
て
の
謝
罪
や
、
撤
回
理
由

の
説
明
な
ど
は
あ
っ
た
の
か
。

市
長
　
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
公
式
見
解
の
掲
載
を
求
め
た

が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　
市
長
記
者
会
見
で
は
、
記

事
が
削
除
さ
れ
れ
ば
連
携
協
定

の
解
除
は
し
な
い
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
方
針
に
変
わ

り
は
な
い
の
か
。

市
長
　
本
市
か
ら
は
、
経
緯
の

説
明
、
社
会
的
に
混
乱
を
招
い

た
こ
と
へ
の
見
解
、
根
本
的
な

再
発
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

企
業
と
し
て
の
公
式
見
解
を
示

す
よ
う
求
め
た
が
、
企
業
側
か

ら
対
応
が
難
し
い
旨
の
公
式
回

答
が
あ
り
、
協
定
解
除
に
向
け

た
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

車
椅
子
が
通
れ
な
い 

文
化
芸
術
ホ
ー
ル
へ
の 

新
設
道
路
は
直
し
て

問
　
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ 所 属 議 員

端 文昭 議員 金子 修一 議員 臼井 照人 議員

小
学
校
の
「
困
っ
た
」
を
改
善
へ

渡
部 

亮 

議
員

連
絡
手
段
デ
ジ
タ
ル
化

問
　
子
供
が
休
む
と
き
、
連
絡

帳
を
近
所
の
友
達
に
渡
す
と
い

う
の
は
面
倒
で
前
時
代
的
で
あ

る
。
欠
席
連
絡
や
配
付
物
を
デ

ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
欠
席
連

絡
は
今
年
度
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
自
動
化
す
る
。
配
付
物
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
把

握
し
て
お
り
、
学
校
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
今
年
度
後
半
の

導
入
を
目
指
す
。

給
食
開
始
の
早
期
化

問
　
１
年
生
の
給
食
開
始
を
２

年
生
以
上
と
同
じ
日
に
し
て
ほ

し
い
。
保
護
者
の
負
担
は
も
ち

ろ
ん
、
子
供
も
「
も
っ
と
早
く

か
ら
食
べ
た
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
る
。
当
事
者
の
意
見
を
聞

い
て
も
ら
え
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
ゆ
っ
く

り
と
開
始
時
期
を
見
極
め
た
い

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も

１
年
生
の
様
子
を
見
な
が
ら
保

護
者
の
声
を
確
認
し
、
開
始
時

期
を
検
討
し
た
い
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
加
速

問
　
本
市
の
公
立
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
約
47
％
で

県
内
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
あ
る
。

改
修
工
事
の
予
定
が
当
面
先
の

学
校
に
、
簡
易
改
修
に
よ
る
便

器
の
洋
式
化
や
床
の
乾
式
化
な

ど
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
大
規
模
改
修

に
加
え
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
ト
イ
レ
に
特
化
し
た
改
修

工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
費
用

と
時
間
が
掛
か
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
簡
易
改
修
は
今
後

の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

体
操
服
下
の
肌
着
問
題

問
　
一
部
の
小
学
校
で
体
操
服

の
下
の
肌
着
着
用
を
禁
止
す
る

指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
今
年

度
も
１
年
生
が
肌
着
を
脱
ぐ
よ

う
指
導
さ
れ
、
嫌
な
思
い
を
し

た
と
保
護
者
か
ら
相
談
を
受
け

た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
指
導
が

あ
っ
た
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
汗
を
か

い
た
後
に
着
替
え
る
肌
着
が
な

い
場
合
の
、
衛
生
面
・
健
康
面

を
考
慮
し
た
指
導
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

問
　
無
理
に
脱
が
せ
ず
、
肌
着

の
着
用
の
仕
方
は
自
由
に
選
ば

せ
て
も
ら
え
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
校
に

は
社
会
通
念
上
合
理
的
か
ど
う

か
、
児
童
や
保
護
者
の
意
見
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
点

検
や
見
直
し
を
求
め
、
保
護
者

や
子
供
に
は
事
前
に
指
導
方
針

を
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問
　
神
奈
川
県
か
ら
、
今
と
同

等
以
上
の
飛
砂
防
備
機
能
を
求

め
る
意
見
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
塩
害
・
風
害
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
塩
害
・
風
害

に
つ
い
て
考
慮
し
て
ほ
し
い
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。

問
　
市
民
有
志
が
行
っ
た
塩

害
・
風
害
調
査
に
よ
る
と
、
住

宅
地
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
市
も
住
宅
地
へ
の
影
響
を

調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
飛
砂
に
つ
い

て
は
住
宅
地
で
の
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
計
画
地
で
の
調
査

を
し
て
い
る
。
風
に
つ
い
て
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
で
は
問

題
な
い
の
で
、
整
備
後
も
大
き

な
変
化
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
飛
砂
の
調
査

結
果
が
出
て
か
ら
考
え
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
未
利
用

地
の
活
用
に
お
け
る
公
平
性
・

透
明
性
の
確
保　

が
ん
検
診

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

を

助

け

て

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば

れ
、
家
族
の
世
話
や
介
護
に
多

く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
子

供
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
提
言
が
示
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
指
示
は
受
け
て
い
な
い
。

問
　
市
内
の
す
べ
て
の
中
学
生

に
調
査
を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
県
や
政

令
市
の
実
態
把
握
の
手
法
や
時

期
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

問
　
福
祉
部
に
専
門
家
や
担
当

者
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
現
行
の

相
談
体
制
を
活
用
し
な
が
ら
、

国
の
方
針
も
注
視
し
、
支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

「
視
覚
障
が
い
者
専
用 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

に

つ

い

て

問
　
市
が
助
成
し
て
、
視
覚
障

が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
整
備
に
関
す
る
手

続
き
な
ど
の
情
報
提
供
や
、
事

業
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
設
置
に
関
す
る
補
助
も
実

施
し
、
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問
　
本
市
の
視
覚
障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
65
歳
以
上

の
人
は
入
居
で
き
な
い
と
聞
い

た
が
、
実
際
に
は
横
浜
市
か
ら

紹
介
さ
れ
て
入
居
し
て
い
る
人

が
い
る
。
入
居
に
関
す
る
特
別

な
条
件
が
あ
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
横
浜
市
へ
条
件
な

ど
を
確
認
し
た
が
、
本
市
と
同

様
に
法
令
や
通
知
な
ど
に
沿
っ

た
運
用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
人
の
状
況
に
照
ら
し
て
入
居

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

電
線
地
中
化
、無
電
柱 

化
を
す
す
め
よ
う

問
　
市
道
の
電
線
地
中
化
計
画

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
平
塚
市
道
路
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
災
害
対

応
力
の
強
化
と
し
て
、
緊
急
輸

送
道
路
や
安
心
・
安
全
な
歩
行

空
間
の
確
保
の
た
め
、
無
電
柱

化
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま

た
、
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成

に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
際
に
は
無
電

柱
化
を
推
進
し
て
い
る
。

問
　
電
柱
を
増
や
さ
な
い
た
め

の
条
例
制
定
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
が
見
解
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
電
線
管
理
者
か
ら

新
た
な
電
柱
設
置
に
向
け
た
協

議
を
受
け
た
際
は
、
用
地
確
保

や
技
術
上
の
制
約
が
あ
る
場
合

以
外
は
、
道
路
へ
の
設
置
を
認

め
て
い
な
い
。

電
柱
が
邪
魔
し
て
通
れ
な
い
（
市

内
見
附
町
）
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問
　
平
日
な
ど
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
集
団
接
種
予
約
枠
を
増
や

し
た
が
、
予
約
が
埋
ま
ら
な
い

日
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
接
種
券
と
予
診
票
が
あ
れ

ば
、
予
約
な
し
で
も
受
付
で
き

な
い
か
見
解
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
予
約
な
し
で
来
ら
れ

る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
た

め
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問
　
受
験
生
の
優
先
接
種
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
。
夏
休
み
中

に
は
接
種
を
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
思
う
。
優
先
枠
を

つ
く
る
考
え
は
な
い
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
若
年
層
へ
の
接
種
に

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
。
現
段
階
で
は
近
隣
市
の

動
向
な
ど
も
踏
ま
え
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
当
初
予
算
に
計
上
し

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど

で
実
施
で
き
な
い
事
業
が
多

く
、
不
用
額
が
例
年
よ
り
15
億

円
ほ
ど
多
い
と
の
事
だ
が
、
こ

の
活
用
に
つ
い
て
、
庁
内
で
情

報
共
有
を
図
り
、
使
途
に
つ
い

て
建
設
的
な
議
論
を
行
な
う
場

は
あ
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
専
門
の
組
織

は
な
い
が
、
会
計
課
や
財
政
課

と
担
当
課
で
執
行
状
況
を
見
極

め
判
断
し
て
お
り
、
実
態
的
な

情
報
共
有
、
意
思
疎
通
は
常
に

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
活
困
窮

や
虐
待
な
ど
で
生
理
用
品
が
手

に
入
ら
な
い
「
生
理
の
貧
困
」

が
顕
在
化
し
た
。
災
害
備
蓄
品

の
生
理
用
品
も
食
品
同
様
、
定

期
的
に
更
新
し
必
要
な
人
に
配

布
す
る
な
ど
、
有
効
活
用
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
今
後
は
生
理
用
品

を
含
む
衛
生
用
品
な
ど
に
つ
い

て
も
、
有
効
活
用
や
適
切
な
入

れ
替
え
を
備
蓄
計
画
に
盛
り
込

み
更
新
し
て
い
く
。
配
布
は
、

準
備
が
整
え
ば
６
月
中
の
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
家

族
に
代
わ
り
、
年
齢
や
成
長
の

度
合
い
に
見
合
わ
な
い
重
い
責

任
を
背
負
う
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
の
支
援
に
つ
い
て
、
早

期
発
見
に
向
け
た
現
状
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

副
市
長
　
早
期
発
見
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
実
態
把
握
を
進
め
る
。

ま
た
発
見
後
の
支
援
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
情
報
共
有
と
役

割
分
担
の
明
確
化
を
図
り
、
支

援
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問
　
女
性
に
寄
り
添
っ
た
自
立

支
援
の
推
進
に
は
、
分
か
り
や

す
く
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

を
図
れ
る
「
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

設
置
は
先
進
事
例
を
研
究
す

る
。
相
談
窓
口
の
情
報
を
分
か

り
や
す
く
周
知
す
る
方
法
も
検

討
し
丁
寧
な
相
談
に
努
め
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
奨
学
金
の
返

還
が
困
難
な
若
者
の
声
を
受

け
、
国
が
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
を
拡
充
し
た
。
本
市
企
業
へ

の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
商
工
会
議
所

と
も
連
携
し
、
市
内
企
業
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

感
染
症
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
孤
立
・
孤
独
対
策
に
つ
い
て

石
田 

美
雪 

議
員

公明ひらつか 所 属 議 員

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

の
選
択
に
つ
な
が
る
よ
う
、
心

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
行
動
の
分
析

を
行
う
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
継
続

未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
が

き
の
文
面
の
工
夫
や
、
受
診
期

間
を
短
縮
し
、
締
め
切
り
効
果

に
よ
る
受
診
行
動
へ
の
働
き
掛

け
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、
以

前
よ
り
受
診
時
期
が
早
ま
る
な

ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
今
後
も

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
中
心

に
、
他
事
業
へ
も
ナ
ッ
ジ
理
論

を
応
用
し
て
い
く
。

実
効
的
な
防
災
対
策
を

問
　
４
月
に
改
正
さ
れ
た
災
害

対
策
基
本
法
で
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
対
策
と
し
て
個
別
避

難
計
画
の
作
成
が
市
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
新
制
度
の
理
解
促
進
に

軸
足
を
置
き
、
地
域
関
係
者
に

対
し
て
制
度
の
主
旨
や
共
助
の

重
要
性
、
取
り
組
み
方
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
へ
出
向
き
意
見

交
換
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
要
配
慮
者
利
用
施
設
が
作

成
す
る
避
難
確
保
計
画
に
つ
い

て
、
各
施
設
へ
の
作
成
支
援
と

避
難
の
実
効
性
確
保
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

市
長
　
各
施
設
に
説
明
や
相
談

を
積
極
的
に
行
い
、
計
画
作
成

の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
計
画

に
基
づ
く
避
難
訓
練
が
施
設
管

理
者
な
ど
の
義
務
と
さ
れ
た
た

め
、
訓
練
実
施
状
況
の
把
握
や

持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

秋
澤 

雅
久 

議
員

上野 仁志 議員 鈴木 晴男 議員

個
別
相
談
な
ど
に
よ
り
、
避
難

の
実
効
性
向
上
を
図
る
。

問
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
状
況
や
、
策
定
支
援

の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
多
く
の
介
護
施
設
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
至
っ
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
早
期
の

策
定
へ
向
け
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
活
用
促
進
を
図
る
な
ど

の
必
要
な
支
援
を
行
い
、
高
齢

者
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努

め
る
。

問
　
中
小
企
業
が
災
害
な
ど
か

ら
早
期
復
旧
す
る
た
め
の
「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
認
定

制
度
を
国
が
創
設
し
た
。
本
市

は
市
内
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
長
　
金
融
総
合
案
内
窓
口
で

実
施
し
て
い
る
経
営
相
談
の
中

で
、
計
画
策
定
へ
の
助
言
な
ど

に
加
え
て
、
計
画
を
策
定
し
た

事
業
者
に
対
し
て
「
企
業
立
地

促
進
補
助
金
」
や
「
中
小
企
業

設
備
投
資
促
進
助
成
金
」
な
ど

を
上
乗
せ
し
、
市
内
事
業
者
を

後
押
し
し
て
い
る
。

総務経済
　議案１案件は原案どおり可決す
べきもの、請願１件は趣旨採択す
べきものと決定しました。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算

　財産管理費の庁舎維持管理事
業について、予算額は約３８００万円
だが、内訳を伺う。

　全体の半分以上は自動ドアの
取り替えに係る費用となってい
る。それ以外には取り替え作業の
際に干渉する内装や照明器具など

の改修、電気錠システムの新しい
自動ドアへの対応、仮設の間仕切
りやガードマンの配置などの費用
を見込んでいる。

　戸籍住民基本台帳費のマイナ
ンバー推進事業について、交付受
付用機器賃借料とあるが、交付受
付用機器とはどのようなものか。

　交付受付用機器についてだ
が、マイナンバーカードの受領に
あたり、本人確認を厳格に行うな
ど、正確で慎重な手続きを求めら
れている。このため、交付時には、 
カードを受領する際の記入漏れを

無くすために手書きで受領証の作
成をお願いしている。この受領証
について、市から送付する受け取
り案内に記載のバーコードを読み
取ることで受付し、受領証を自動
作成する、ノーライト化を行うた
めの機器で、これらの機器の賃借
料及びシステムの保守費を計上し
ている。この機器を導入すること
で、来庁者の書類記載の負担軽減
と誤記防止、職員のチェック作業
の省力化によるミス防止、また、
待ち時間の短縮にもつながると考
えている。

都市建設
　議案１案件は原案どおり可決す
べきものと決定しました。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算

　非常備消防費の消防分団運営
事業について、角型組立水槽購入
費とのことだが、使用用途、購入
目的を伺う。

　用途については、災害時など
の消火用、放水用の水を貯めるも
ので、使用目的は消火栓が断水し
たときの水源確保などに使う。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

安
全
・
安
心
で 

お
い
し
い
適
温
給
食
を

問
　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、（
仮

称
）
平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
・
運
営
事
業
実
施
方

針
及
び
要
求
水
準
書
（
案
）

へ
、
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
分
担

を
反
映
し
た
の
か
伺
う
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て

明
記
し
た
事
項
は
な
い
が
、
事

業
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
実

施
方
針
の
リ
ス
ク
分
担
に
掲
げ

る
不
可
抗
力
に
該
当
す
る
か
を

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
不
可
抗
力
の
考
え
方
は
、

今
後
公
表
す
る
事
業
契
約
書

（
案
）
で
示
す
予
定
で
あ
る
。

問
　
災
害
か
ら
通
常
給
食
へ
の

復
旧
に
関
す
る
要
求
水
準
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
災
害
が
発
生
し
て
も
、

施
設
や
設
備
機
器
へ
の
影
響
を

極
力
回
避
で
き
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学

校
再
開
後
に
速
や
か
な
給
食
の

提
供
が
可
能
と
な
る
。

問
　
災
害
か
ら
通
常
給
食
に
戻

る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
当
然
必
要
と
考
え

て
い
る
。
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
事
業
開
始
ま
で
に
整
備
し

た
い
。

問
　
15
年
と
い
う
長
期
の
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
視
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
、

定
期
的
に
公
表
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
定
期
的
に
公

表
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

医
療
費
適
正
化
へ

問
　
行
動
経
済
学
の
ナ
ッ
ジ
理

論
を
活
用
し
た
、
特
定
健
診
受

診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子
は、インターネットで生中継と
録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知
りたい方は市議会ホームページ
からアクセスしてください。
　録画中継は発言日のおおむね
１週間後から、会議録をホーム
ページに掲載す
るまでの間、ご覧
いただけます。
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コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は

問　
全
国
的
に
感
染
が
増
加
傾

向
で
あ
る
。
飲
食
店
な
ど
へ
時

短
営
業
や
カ
ラ
オ
ケ
自
粛
を
要

請
し
て
き
た
効
果
を
伺
う
。

市
長　
市
民
や
事
業
者
の
多
大

な
努
力
で
、
あ
る
程
度
感
染
者

が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の

取
り
組
み
で
は
、
広
報
ひ
ら
つ

か
な
ど
で
の
感
染
予
防
の
周

知
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
感
染
予

防
の
注
意
喚
起
、
市
の
施
設
で

の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、
こ

れ
ら
が
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な

が
っ
た
。

問　
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
を
伺
う
。

市
長　
医
療
従
事
者
の
接
種
に

遅
れ
が
あ
っ
た
が
、
高
齢
者
施

設
接
種
や
集
団
接
種
、
個
別
医

療
機
関
で
の
接
種
は
円
滑
に
進

ん
で
い
る
。
国
の
指
示
で
平
日

の
集
団
接
種
も
実
施
す
る
。

問　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

を
し
て
も
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
個
別
接
種
の
体

制
も
十
分
で
は
な
い
部
分
も
あ

る
。
感
染
が
増
え
て
い
る
若
い

世
代
が
早
く
接
種
で
き
る
体
制

も
必
要
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
回
線
の
増
設
や
土
日
の
開

設
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。
個

別
医
療
機
関
で
の
接
種
は
、
予

約
枠
が
増
加
し
加
速
で
き
て
い

る
。
若
い
世
代
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
感
染
予
防
、

発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
な
ど

を
主
眼
に
し
て
高
齢
者
か
ら
接

待
機
児
童
の
今
後

問　
入
所
保
留
児
童
数
減
少
へ

の
具
体
的
な
施
策
と
通
年
待
機

児
童
ゼ
ロ
へ
の
行
程
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
入
所
保

留
者
の
意
向
を
分
析
し
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
対
策
を
進
め
る
。

ま
た
、
利
用
者
の
動
態
を
見
極

め
、
保
育
需
要
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年
連
続

４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
委
員
会
に
問
う

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整

備
状
況
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
わ
な
い
家
庭
へ
の
支
援

体
制
を
伺
う
。

種
を
行
い
、
年
齢
順
に
下
げ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ご
み
収
集
業
務

問　
ひ
と
り
世
帯
や
高
齢
者
世

帯
が
増
え
、
現
在
の
収
集
方
法

は
ご
み
出
し
な
ど
の
負
担
、
路

上
の
集
積
所
の
景
観
や
安
全
面

の
問
題
、
カ
ラ
ス
の
被
害
な
ど

課
題
が
あ
る
。
昨
年
度
は
モ
デ

ル
地
区
で
戸
別
収
集
を
実
施

し
、
今
年
度
も
継
続
す
る
が
、

全
市
域
に
拡
大
し
た
場
合
は
人

員
と
車
両
台
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
民
間
委
託
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

環
境
部
長　
全
市
域
へ
可
燃
ご

み
の
戸
別
収
集
を
拡
大
す
る
に

は
、
収
集
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
段
階
的
に
全

市
域
に
拡
大
す
る
際
に
は
、
民

間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
収
集

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

病

児

保

育

問　
今
年
度
開
設
し
た
病
児
保

育
施
設
の
運
用
状
況
を
伺
う
。

市
長　
本
市
初
の
病
児
保
育
施

設
と
し
て
松
風
町
に
開
設
し
た

「
麦
・
も
ん
も
ん
病
児
保
育

室
」
は
、
６
月
10
日
時
点
で
１

８
６
人
の
児
童
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
延
べ
利
用
児
童
は
43
人

と
な
っ
て
い
る
。

問　
病
児
保
育
は
、
今
本
当
に

必
要
な
施
策
で
あ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
病
児
保

育
を
利
用
し
た
い
人
が
き
ち
ん

と
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
周
知
を
し
、
施
設
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

大
浜
地
区
の
環
境
整
備

問　
寺
町
大
浜
線
の
防
波
堤
を

兼
ね
た
道
路
整
備
や
、
大
浜
地

区
の
下
水
道
整
備
の
取
り
組
み

と
考
え
方
を
伺
う
。

土
木
部
長　
寺
町
大
浜
線
は
、

防
潮
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
の

環
境
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

下
水
道
整
備
は
、
道
路
の
位
置

が
公
図
と
整
合
し
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
底
地
整
理

な
ど
整
備
の
た
め
に
必
要
な
用

地
の
確
保
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長
　
昨
年
度
中
に

小
中
学
校
全
45
校
で
整
備
が
完

了
し
た
。
環
境
が
整
わ
な
い
家

庭
に
は
モ
バ
イ
ル
ワ
イ
フ
ァ
イ

ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
す
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

問　
配
備
さ
れ
た
端
末
の
活
用

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
さ
ま
ざ

ま
な
活
用
を
し
て
い
る
。
教
員

の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
児
童

生
徒
へ
の
指
導
を
行
う
こ
と
で

構
想
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

問　

英
語
教
育
は
重
要
で
あ

り
、
義
務
教
育
課
程
修
了
時
点

で
英
検
３
級
レ
ベ
ル
到
達
を
期

待
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
外
国
人
英
語

指
導
者
を
各
学
校
に
派
遣
し
、

英
語
に
触
れ
、
会
話
を
す
る
こ

と
で
英
検
３
級
相
当
の
英
語
力

が
身
に
つ
く
よ
う
努
め
る
。

問　
小
中
学
校
の
諸
設
備
に
つ

い
て
、
国
が
示
す
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
目
標
と
、
本
市
の
ト

イ
レ
洋
式
化
率
向
上
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
車
い
す

利
用
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
や
段

差
解
消
を
進
め
て
い
る
。
ト
イ

レ
の
洋
式
化
も
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
平
塚
波

力
発
電
所　

平
塚
駅
西
口
再
開

発
の
進
捗
状
況

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

湘南フォーラム
所 属 議 員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
は

よ
り
強
固
に

府
川 

正
明 

議
員

待
機
児
童
の
課
題
や
教
育
委
員
会

に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
等
を
問
う

出
村 

光 
議
員

　目の不自由な方に市議会の活動をお伝
えするため、議会だよりの内容を朗読し
た「声の議会だより」を発行しています。
また、点字版も発行しています。
　ご希望の方は議会局までご
連絡ください。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

山原 栄一 議員

環境厚生
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は不採択
とすべきものと決定しました。
○議案第48号　平塚市民病院職員
定数条例の一部を改正する条例
　医療の高度化、専門化に伴
い、より多くの医療職員が必要と
される中で、医療体制をしっかり
組んでいくことが必要である。こ
の定数増によって、急性期医療の
実践や救命救急センターの強化を
進めていく考えはあるのか。
　看護師の人数を増やしてＩＣ
Ｕ加算などを得ることで収益が上
がり、より質の高い急性期医療が
提供できると考えている。また、
救急救命士を増やすことで、救急
医師の補助や、救急車に同乗して

救命を行うことが可能となり、救
急医療の質を上げていくことがで
きると考えている。そのような部
分を採用によって強化していく考
えである。　
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　予防費の新型コロナウイルス
ワクチン接種事業について、職域
接種や大規模接種会場での接種を
希望する人も出てくると思うが、
特定の人の接種券を抜き出して発
送するのは時間が掛かる作業であ
る。どのようなシステムを考えて
いるのか。
　日に日に届け出が多くなって
おり、年代別の接種券の送付を早
めることも検討しつつ準備を進め
ている。スムーズに接種が進むよ
うに検討していきたい。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第47号　平塚市の図書館の
設置及び管理等に関する条例の一
部を改正する条例
　改正案第５条に指定管理者の
指定と図書館の利用に関し、住民
の平等な利用が確保できるもので
あることとされている。この点を
どのように図っていくのか伺う。
　図書館は公の施設であるの
で、利用するにあたり、不当な差
別的な扱いをしてはならないこと
はもちろんであり、地方自治法に
も規定がされている。今後、公平
な運営を行っていくとともに、特
定の利用者や団体に有利あるいは

不利な運営をしないことを求めて
いくことを検討していく。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　学校管理費の小学校運営事業
は、相模小学校の移転に伴う備品
などの購入となっている。森林環
境譲与税基金を活用して購入する
と思うが、どのような環境に配慮
した備品を購入するのか。
　環境共生モデル都市として整
備されるツインシティ大神地区土
地区画整理事業区内の小学校とい
うことで、県内産の木材で製作さ
れた天板を使用した机を導入する
予定である。地元の木材を利用し
て作った天板を通じて、子供たち
が木材の良さや利用する意義を学
ぶ機会のきっかけづくりになると
考えている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。
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日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

問　
65
歳
以
上
の
接
種
目
標
が

80
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
全
体

の
目
標
は
何
％
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　
集
団
免
疫
を
持
つ
と

さ
れ
る
70
％
が
目
標
と
な
っ
て

い
る
。

問　
12
月
末
を
市
民
全
体
へ
の

接
種
完
了
の
目
標
と
し
て
い
る

が
、
11
月
末
ま
で
に
は
完
了
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　
職
域
接
種
の
状
況
も

踏
ま
え
、
前
倒
し
を
含
め
た
再

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
職
域
接
種
を
考
え
て
い
る

市
内
企
業
な
ど
の
把
握
は
し
て

い
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　
２
件
の
申
請
が
許
可

さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
職
域
接
種
を
呼
び
か
け
、

市
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問　
平
塚
市
は
、
事
業
者
が
進

め
る
公
園
整
備
計
画
あ
り
き

の
、
偏
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
昨
年
の
春
に
行
っ
た
。
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
寄
せ
ら
れ
た
８
割
が
同
一
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
一
括
送
信
さ
れ
て

い
る
上
に
、
筆
跡
が
同
じ
も
の

や
住
所
が
不
明
な
も
の
が
複
数

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
行
政
が
行

う
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
問
題
が

あ
る
と
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て

き
た
。
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

は
賛
否
を
問
う
も
の
で
は
な
い

と
し
な
が
ら
、
市
は
こ
の
結
果

を
も
っ
て
多
く
の
市
民
が
肯
定

的
で
あ
る
と
強
調
し
て
き
た
。

し
か
し
市
長
は
、
今
年
３
月
の

定
例
記
者
会
見
で
、
賛
成
多
数

と
す
る
発
言
の
根
拠
に
つ
い
て

記
者
か
ら
問
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
「
半
数
以
上
が
賛
成
と
話
を

し
た
根
拠
は
、
私
の
感
じ
方
で

し
か
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

応
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民
と

の
対
話
を
継
続
し
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
県
へ
の
占
用
許
可
の
申
請

は
い
つ
行
う
の
か
。
ま
た
必
要

な
条
件
は
何
か
。

都
市
整
備
部
長
　
今
後
、
県
に

対
し
て
海
岸
法
に
基
づ
く
海
岸

占
用
な
ど
の
協
議
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
条
件

は
そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
市
は
こ
れ
ま
で
、
県
か
ら

飛
砂
防
備
機
能
に
関
す
る
意
見

以
外
は
言
わ
れ
て
い
な
い
と
し

て
き
た
が
、
今
議
会
で
「
塩

害
・
風
害
に
つ
い
て
も
考
慮
し

て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
っ
た
」

と
答
弁
し
た
。
県
か
ら
話
が

あ
っ
た
の
に
、
な
か
っ
た
と

言
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
か
。

都
市
整
備
部
長
　
こ
れ
ま
で
塩

害
や
風
害
に
つ
い
て
県
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
を
整
理
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

問　

塩
害
や
風
害
の
調
査
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
塩
害
は
文
献

な
ど
に
よ
り
、
公
園
の
整
備
前

後
で
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
風

害
も
事
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
市
長
は
地
元
住
民
へ
直
接

説
明
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長
　
数
度
に
わ
た
り
説
明
は

行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
も

市
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
担
当
に
対
し

て
、
今
の
樹
林
帯
を
ど
の
よ
う

に
う
ま
く
残
し
て
整
備
で
き
る

の
か
、
子
供
が
し
っ
か
り
と
使

え
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
こ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
情
報
収
集
に
努
め
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

問
　
市
民
と
の
関
わ
り
が
多
い

市
職
員
を
職
域
接
種
の
対
象
者

と
し
て
は
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　

国
か
ら
の
指
示
が

あ
っ
た
際
に
は
積
極
的
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
29
歳
以
下
の
人
へ
接
種
券

を
送
付
す
る
の
は
、
８
月
以
降

と
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
、
あ
ま
り
に
も
遅
い
。
年
齢

で
細
か
く
分
け
過
ぎ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　
大
規
模
接
種
や
職
域

こ
れ
ま
で
も
市
は
、
８
千
筆
か

ら
の
樹
林
帯
伐
採
反
対
の
声

や
、
複
数
の
近
隣
自
治
会
長
か

ら
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
文

を
反
故
に
し
て
、
住
民
の
声
を

聞
い
て
こ
な
か
っ
た
。
今
こ

そ
、
地
域
住
民
と
話
し
合
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
本
事
業
は
、

募
集
要
項
策
定
時
か
ら
市
民
の

意
見
を
も
ら
い
、
地
盤
高
を
県

の
防
護
水
準
を
上
回
る
高
さ
へ

修
正
を
行
っ
た
。
ま
た
、
事
業

者
提
案
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

樹
木
を
残
し
て
欲
し
い
と
の
声

が
あ
っ
た
た
め
、
更
な
る
樹
木

保
全
の
検
討
を
進
め
る
な
ど
、

市
民
の
意
見
に
で
き
る
限
り
対

と
、
地
域
の
安
寧
を
し
っ
か
り

と
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
三
点
を
再
度
指

示
し
て
お
り
、
現
在
、
具
体
的

に
そ
れ
ら
を
進
め
て
い
る
。
あ

る
程
度
の
内
容
が
決
ま
っ
た
段

階
で
、
地
元
へ
出
向
い
て
話
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
豪
雨
災

害
に
対
す
る
対
策　

新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査　

学
校
女
子
ト
イ
レ
の
生
理

用
品
配
備　

生
活
保
護
制
度
申

請
時
の
扶
養
照
会
に
つ
い
て

接
種
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
状

況
も
踏
ま
え
、
前
倒
し
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

問　
今
後
、
接
種
を
受
け
た
人

と
受
け
て
い
な
い
人
が
出
て
く

る
。
接
種
情
報
が
表
に
出
な
い

よ
う
し
っ
か
り
と
管
理
す
る
べ

き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
の
で
、

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
湘
南
ひ

ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
に
つ
い
て

無
所
属

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
コ
ロ
ナ
に

打
ち
勝
ち
日
常
を
取
り
戻
そ
う

小
泉 

春
雄 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
に
寄
り
添

い
、
謙
虚
で
や
さ
し
い
政
治
を

石
田 

雄
二 

議
員

松本 敏子 議員

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

無 所 属 議 員

久保田 聡 議員

　令和３年５月18日に５月臨時会を開催し、市長提出議案が５件
提出されました。
　一般会計では、令和２年度末での収入及び事業費の確定に伴う
補正及び財源充当補正、新型コロナウイルスワクチン接種体制確
保事業などが２年度内に終了しない見込みであることによる繰越
明許費補正、地方債補正などの専決処分が行われました。また、
国の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の支給に
係る経費についても、迅速に対応する必要が生じたことから専決
処分が行われました。これらについて議会の承認が求められ、採
決の結果、全員異議なく承認しました。
　このほかに、市税条例の一部を改正する条例の専決処分や、監
査委員の選任に関する議案について、全員異議なく承認、同意し
ました。

５月臨時会　審議の結果 市長提出議案
議案番号 件　名 結果

第39号 専決処分の承認について〔平塚市市税条例の一部を改正する条例〕 承認

第40号 専決処分の承認について〔令和２年度平塚市一般会計補正予算〕 承認

第41号 専決処分の承認について〔令和３年度平塚市一般会計補正予算〕 承認

第42号 監査委員の選任について 同意

第43号 監査委員の選任について 同意

報　告
報告番号 件　名

第２号 専決処分の報告について

　議会には、議員の調査研究のため、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とするため、市役所本館８階の議場前
の開放したスペースに議会図書室を設け、市民・議会・行政が共同で
利用できる環境をつくりました。
　議会図書室には、白書などの政府刊行
物や市の行政資料、地方自治や政策に関
する書籍・雑誌などがあります。また、
会議録や議会だよりなどを配架し、情報
発信に努めています。
　ご利用いただける時間は、平日の午前
８時30分から午後５時までとなります。
　市役所にお越しの際にはぜひお立ち寄
りください。

議会図書室のご案内



令和3年（2021年）8月6日第２２０号 ひらつか議会だより

　９月定例会の本会議と常任委員会は、右記日
程での開催を予定しています。本会議は午前10
時に開会の予定です。
　なお、本会議はケーブルテレビ（ＳＣＮ）で
の生中継と当日夜の録画放送、インターネット
での生中継と録画中継の配信を行っています。
ぜひご利用ください。

市 議 会 の 傍 聴 に つ い て

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

会 派 と 所 属 議 員

今後の市議会の対応について
　本紙に掲載されている情報は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の取り組みなどに伴
い変更する場合があります。
　詳細については議会局までお問い合わせく
ださい。

湘南フォーラム（湘）
府川正明　　山原栄一　　出村　光

公明ひらつか（公）
秋澤雅久　　石田美雪　　上野仁志　　鈴木晴男

清風クラブ（清）
佐藤貴子　　数田俊樹　　野崎審也　　諸伏清児
坂間正昭　　須藤量久　　黒部栄三　　片倉章博
※数田議長は採決に加わっていません

日本共産党平塚市議会議員団（共）
石田雄二　　松本敏子
無所属
Ａ久保田聡　Ｂ小泉春雄

しらさぎ・無所属クラブ（し）
渡部　亮　　江口友子　　端　文昭　　金子修一
府川　勝　　臼井照人

審議の結果
〇は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ

第44号 功労者の表彰について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第45号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第46号 地方税法第３１４条の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人等を定める条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第47号 平塚市の図書館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○３
退３ ○ ○ × ○ ○

第48号 平塚市民病院職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○５
退１ ○ ○ ○ ○ ○

第49号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○４
退２ ○ ○ ○ ○ ○

第50号 令和３年度平塚市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第51号 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告番号 件　名
第3号 継続費の逓次繰越しの報告について
第4号 繰越明許費の繰越しの報告について
第5号 公営企業会計予算繰越しの報告について
第6号 公益財団法人平塚市まちづくり財団の経営状況について
第7号 平塚市土地開発公社の経営状況について
第8号 公益財団法人平塚市生きがい事業団の経営状況について

報　告

議員提出議案
会議案番号 件　名 結果 清 し 公 湘 共 Ａ Ｂ

第3号 子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願番号 件　名 付託委員会 結果
令和2年
第5号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための請願 環境厚生常任委員会 不採択

第2号 子どもたちにゆたかな学びを保障するために、教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を求める請願 教育民生常任委員会 採択

第3号 日本政府に「核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書」の提出を求める請願書 総務経済常任委員会 趣旨採択

請　願

　本会議など各種会議での質問や答弁などは、会議録にまとめて公開しています。
　６月定例会の会議録は８月下旬から公開します。市役所本館８階の議会図書室や５階の市政
情報コーナー、各地区の公民館、各図書館でご覧ください。

会議録は８月下旬に公開お 知 ら せ

９月定例会の予定
８月27日金

9日木

15日水

９月7日火

10日金

22日水

8日水

14日火

本会議（提案説明など）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

常任委員会（総務経済・都市建設）

常任委員会（環境厚生・教育民生）

本会議（表決など）

　平塚市議会では、定例会本会議及び委員会の
傍聴にお越しいただく皆様に次のことをお願い
しています。

市議会を傍聴される方へのお願い

○�非接触型体温計による検温にご協力をお願い
します（検温の結果、37.5度以上の場合は傍
聴をお断りさせていただきます）
○マスクを着用してください
○�入場時にアルコール消毒液に
よる手指消毒をしてください
○�風邪のような症状がある方
は、傍聴をご遠慮ください


